
抽出数 1192誌 
送信せず 7誌 
→送信数1185誌 
回答数：362誌 
回答率：44.0％（43.98％） 

【結果報告】 
平成26年度 

J-STAGEご利用状況・満足度調査アンケート 
[学協会様向け] 

 平成26年度 J-STAGEご利用学協会様アンケート調査結果 
 
調査期間（アンケート回答期間） 
平成27年2月16日（月）～3月15日（日） 
 
調査方法 
・J-STAGEで公開しているジャーナル1,185誌(Journal@rchiveは除く) 
 の担当者に対し、回答依頼メールを一斉送信 
 
 
回答数 
362誌 
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Q2  貴誌の言語をお答えください。 

回答数 

 回答者数 362  

1 欧文誌 89  

2 和文誌 125  

3 和欧混在誌 148  

■ 欧文誌 

■ 和文誌 

■ 和欧混在誌 
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Q3  貴誌のＪ－ＳＴＡＧＥ利用年数をお答えください 
        （平成２７年２月現在）。 

回答数 

 回答者数 362  

1 １年未満 26  

2 １年以上３年未満 41  

3 ３年以上 295  

■ １年未満 

■ １年以上３年未満 

■ ３年以上 
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Q4  貴誌はＪ－ＳＴＡＧＥを活用できていると思われますか。 

回答数 

 回答者数 362  

1 活用できている 207  

2 どちらかといえば活用できている 112  

3 どちらかといえば活用できていない 39  

4 まったく活用できていない 4  

■ 活用できている 

■ 
どちらかといえば 
活用できている 

■ 
どちらかといえば 
活用できていない 

■ まったく活用できていない 
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Q5  Ｊ－ＳＴＡＧＥを活用できていない理由は何ですか。  
      もっともあてはまるものを１つお選びください。 

回答数 

 回答者数 43  

1 利用開始から間がない 4  

2 学協会内で体制が確立していない 20  

3 活用に関するＪＳＴからの情報提供不足 2  

4 システムが使いづらい 9  

5 その他 8  

■ 利用開始から間がない 

■ 
学協会内で体制が 
確立していない 

■ 
活用に関するＪＳＴ 
からの情報提供不足 

■ システムが使いづらい 

■ その他 
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Q6  Ｊ－ＳＴＡＧＥは貴誌情報の国際発信力強化に 
     役立っていると思われますか。 

回答数 

 回答者数 362  

1 役立っている 181  

2 多少は役立っている 131  

3 あまり役立っていない 45  

4 まったく役立っていない 5  

■ 役立っている 

■ 多少は役立っている 

■ あまり役立っていない 

■ まったく役立っていない 
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Q7  国際発信力強化に役立っていない理由は何ですか。 
      もっともあてはまるものを１つお選びください。 

回答数 

 回答者数 50  

1 Ｊ－ＳＴＡＧＥの機能（引用リンク等）が貧弱なため 2  

2 
Ｊ－ＳＴＡＧＥの機能・サービスを十分活用できて 
いないため 

10  

3 ＪＳＴのプロモーション・ＰＲが足りないため 2  

4 
国際発信力強化をさほど重視していないため 
（国内向誌である等） 

26  

5 その他 10  

■ 
Ｊ－ＳＴＡＧＥの機能 
（引用リンク等）が貧弱なため 

■ 
Ｊ－ＳＴＡＧＥの機能・ 
サービスを十分活用できて 
いないため 

■ 
ＪＳＴのプロモーション・ 
ＰＲが足りないため 

■ 
国際発信力強化をさほど 
重視していないため 
（国内向誌である等） 

■ その他 
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Q8  貴誌は電子版のみの（いわゆるｅオンリー）ジャーナル 
      ですか、または電子版のみとすることを検討されて 
      いますか。 

回答数 

 回答者数 362  

1 電子版のみで発行している 71  

2 
冊子体も発行しているが、今後電子版のみとすること
が決定している 

9  

3 
冊子体も発行しているが、今後電子版のみとすること
を検討中 

27  

4 冊子体も発行しており、当面は並行して刊行の予定 255  

■ 電子版のみで発行している 

■ 
冊子体も発行しているが、 
今後電子版のみとすることが 
決定している 

■ 
冊子体も発行しているが、 
今後電子版のみとすることを 
検討中 

■ 
冊子体も発行しており、 
当面は並行して刊行の予定 
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Q9  貴誌はＪ－ＳＴＡＧＥでＸＭＬ形式での登載を実施・ 
      準備中、または検討中ですか。 

回答数 

 回答者数 362  

1 現在全文ＸＭＬ（Ｆｕｌｌ－Ｊ ＸＭＬ）登載利用中 123  

2 
現在書誌ＸＭＬ（Ｂｉｂ－Ｊ ＸＭＬ）登載利用中であるが、
全文ＸＭＬに移行したい 

27  

3 
現在書誌ＸＭＬ登載利用中であり、 
書誌ＸＭＬでの利用を継続したい 

89  

4 
現在ＢＩＢ形式登載利用中であるが、 
全文ＸＭＬに移行したい 

25  

5 
現在ＢＩＢ形式登載利用中であるが、 
書誌ＸＭＬに移行したい 

26  

6 
現在ＢＩＢ形式登載利用中であり、（サポート終了後も）
ＢＩＢでの利用を継続予定 

72  

■ 
現在全文ＸＭＬ 
（Ｆｕｌｌ－Ｊ ＸＭＬ）登載利用中 

■ 

現在書誌ＸＭＬ（Ｂｉｂ－Ｊ ＸＭＬ） 
登載利用中であるが、 
全文ＸＭＬに移行したい 

■ 

現在書誌ＸＭＬ登載利用中 
であり、書誌ＸＭＬでの 
利用を継続したい 

■ 
現在ＢＩＢ形式登載利用中で 
あるが、全文ＸＭＬに移行したい 

■ 
現在ＢＩＢ形式登載利用中で 
あるが、書誌ＸＭＬに移行したい 

■ 

現在ＢＩＢ形式登載利用中で 
あり、（サポート終了後も） 
ＢＩＢでの利用を継続予定 
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Q10  貴誌の書誌ＸＭＬ（メタデータ）ファイルは、 
        どのような形で作成されていますか 

回答数 

 回答者数 116  

1 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツールを利用して 
学協会で（事務作業等として）作成 

17  

2 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツールを利用して 
印刷会社（外部業者）に委託して作成 

39  

3 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツールを利用せずに 
学協会で（事務作業等として）作成 

5  

4 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツールを利用せずに 
印刷会社（外部業者）に委託して作成 

30  

5 わからない 25  

■ 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツール 
を利用して学協会で 
（事務作業等として）作成 

■ 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツール 
を利用して印刷会社（外部業者） 
に委託して作成 

■ 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツール 
を利用せずに学協会で（ 
事務作業等として）作成 

■ 
ＪＳＴ提供の書誌ＸＭＬ作成ツール 
を利用せずに印刷会社（外部業者） 
に委託して作成 

■ わからない 
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Q11  貴誌に関する情報のうち、Ｊ－ＳＴＡＧＥ上で 
        アピールしたい（アピールしている）内容を 
        おきかせください。（複数回答）[1/2]  
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回答数 

 回答者数 362  

1 エイム・アンド・スコープの特徴（独自性など） 94  

2 エディトリアルボードの顔ぶれ、編集体制 53  

3 学会（発行機関）自身の特徴 220  

4 アクセス数 100  

5 インパクト情報（ＩＦなど） 70  

6 迅速な審査・査読（公開までのスピード） 84  

7 豊富なカレント・コンテンツ 71  

8 豊富なアーカイブ・コンテンツ 108  

9 投稿・掲載料、ＡＰＣの安さ 86  

10 電子付録等の付加コンテンツ 26  

11 年会・大会等の情報 95  

12 デザイン・装丁 16  

13 その他 17  

Q11  貴誌に関する情報のうち、Ｊ－ＳＴＡＧＥ上で 
        アピールしたい（アピールしている）内容を 
        おきかせください。（複数回答）[2/2]  


